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基
礎
年
金
に
は

国
庫
負
担
が

含
ま
れ
て
い
ま
す

国
民
年
金
が
安
定
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

負
担
率
の
引
上
げ
と
免
除
制
度

40
年
間
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
65

歳
か
ら
、
七
十
九
万
二
千
百

円
（
平
成
21
年
度
価
格
・
年
額
・

以
下
同
じ
）
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
平

成
21
年
４
月
以
後
の
加
入
期

間
の
み
の
場
合
、
そ
の
半
額

の
三
十
九
万
六
千
五
十
円
が

国
庫
負
担
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
国
民
年
金
に
は
、

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
な
ど
の
た

め
、「
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
」

制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

免
除
で
は
、
所
得
の
状
況
に

基
礎
年
金
は
国
庫
負
担

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
ほ
か
、
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
基
礎
年
金
に
は
国
庫
負
担

（
国
の
税
金
）
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、

法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
21

年
４
月
以
後
の
加
入
期
間
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
分

の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

よ
っ
て
、
全
額
、
４
分
の
３
、

半
額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

を
納
め
た
と
き
と
同
額
の
国

庫
負
担
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
庫
負
担
率
の

引
上
げ
に
よ
っ
て
、
免
除
期

間
に
つ
い
て
の
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
全
額
免
除
で

は
、
仮
に
、
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を

免
除
さ
れ
た
場
合
の
額
は

二
十
六
万
四
千
円
で
す
が
、

平
成
21
年
４
月
以
後
の
40
年

間
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場

合
の
額
は
三
十
九
万
六
千
百

円
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
と
学
生
納
付
特
例
に

よ
っ
て
免
除
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
追
納
し
な
か
っ
た
場

合
、
基
礎
年
金
の
受
給
権
に

は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い
「
カ
ラ
期
間
」

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
は
25
年
の

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に

含
ま
れ
る
国
庫
負
担
を
受
け

る
大
切
な
権
利
を
失
う
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民

年
金
に
加
入
中
に
初
診
日
の

あ
る
病
気
・
け
が
で
１
級
ま

た
は
２
級
の
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
国
内
に
住
ん
で
い

る
間
に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、

加
入
を
や
め
た
後
の
病
気
・

け
が
に
よ
る
も
の
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
２
級
は
、
１
級
よ
り
軽

い
程
度
の
障
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
程
度

は
病
名
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
別
に
定

め
ら
れ
た
「
障
害
等
級
表
」

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額

は
１
級
が
九
十
九
万
百

円
（
平
成
21
年
度
価
格
・
年

額
・
以
下
同
じ
）、
２
級
が

七
十
九
万
二
千
百
円
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

人
に
子
（
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
高
校
在
学
年
齢
に

あ
る
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で

１
級
、
２
級
の
障
害
の
子
に

限
ら
れ
ま
す
）
が
い
る
と
き

は
「
子
の
加
算
額
」
が
あ
り
、

そ
の
額
は
、
２
人
目
ま
で
各

二
十
二
万
七
千
九
百
円
、
３
人

目
以
降
は
各
七
万
五
千
九
百

円
で
す
。

裁
定
請
求
の
手
続
き

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
裁
定
請
求
の
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
窓
口
は
市
区
町
村
役
場

と
な
っ
て
い
て
、
必
要
な
用

紙
も
そ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

用
紙
に
は
「
診
断
書
」
も

あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

医
師
に
記
載
を
依
頼
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合

の
医
師
は
、
転
院
な
ど
の
た

め
、「
初
診
日
」
の
と
き
と
異

な
る
医
師
で
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
支

給
す
る
か
否
か
の
審
査
は
、
社

会
保
険
事
務
所
で
行
わ
れ
ま

す
。そ

の
他
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
区
町
村
、
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
医
師
の
方
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
に
加
入
中
に
初

診
日
の
あ
る
病
気
・
け
が
で
障

害
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害

基
礎
年
金
と
は
別
に
「
障
害
厚

生
年
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
場
合
の
請
求
先
は
、
現
在

ま
た
は
最
後
に
勤
め
て
い
た
事

業
所
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事

務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は

障
害
へ
の

保
障
が
あ
り
ま
す

ねんきんの問い合わせ先
●直方社会保険事務所
☎２２局０８９１

●鞍手町役場 保険健康課保険年金班
☎４２局２１１１　205

年金の
そこが知りたい

役場保険年金班☎42局2111番

国民年金
制度の
解説です
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2011（平成23）年７月24日までに
アナログテレビ放送は終了します

　地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付支援についてご紹介します。

疑問
ちょっ

と ？！ 総務省では、経済的な理由で地上アナログ放送から地上デジタル放送に移行
することが難しい世帯に対する支援を予定しています。

Ａ今のところ未定です。決ま
り次第申込方法を含めてお

知らせします。

申し込み先は？Ｑ

Ａ日本放送協会（ＮＨＫ）の受信料の全額免除を受けている世帯が対象
です。具体的な対象者は、公的扶助受給世帯、市町村県民税非課税の

障害者世帯、社会福祉事業施設入所者です。

支援の対象となる世帯は？Ｑ

地上デジタル放送に関する相談窓口

☎  0570 －07 －0101（ナビダイヤル）　

ナビがつながらない場合　☎  03 －4334 －1111 鞍手町役場　企画財政課政策財政班
☎  ４２局２１１１　内線 342

＊＊＊問い合わせ＊＊＊

デジサ
ポ

Ａ現在お持ちのアナログテレビに
取り付けられる「簡易なチュー

ナー」の無償給付です。また、アン
テナ改修が必要な場合にはその支援
も行います。

受けられる支援の内容は？Ｑ

Ａ平成21年秋以降を予定し
ています。具体的な日程は、

後日改めて周知する予定です。

支援の開始時期は？Ｑ

高齢者見守りネットワーク開始!!
＊＊高齢者の世帯を民生委員が訪問します＊＊

町では、緊急時や災害時などの支援を充実させるため、一人暮らしの高
齢者や高齢者夫婦の世帯を民生委員が訪問し、世帯の状況などを聞き取
り調査します。（この情報は、見守りネットワーク活動、緊急時、災害
時救護活動及び更新調査以外に使用することはありません）

鞍手町の高齢化率は、25％を超
えています。緊急時や災害時

の支援体制を確立するため、高齢
者が孤立せず、安心して暮らせる
ことを目的としています。

民生委員がお伺いした際はご協
力をお願いします。

●対象者       ① 65 歳以上のひとり暮らしの高齢者世帯
                   ②高齢者夫婦（夫 65 歳以上・妻 60 歳以上）のみの世帯
　　　　　　③その他（民生委員が対象者として適当と判断した人）
●訪問期間　 ８月１日から 12 月末まで
●調査方法　 現在の世帯状況や緊急連絡先を聞き取り調査します

鞍手町役場　福祉人権課福祉高齢者班
☎  ４２局２１１１　内線 244
■受付時間　８：30～17：15（土・日・祝日を除く）

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
・民生委員は身分証を携帯しています。
・登録手数料や金品の請求などは一切ありま
　せん。そのような事態が発生した場合は、
　ご連絡ください。

ＮＨＫとの受信契約・免除についての問い合わせ
ＮＨＫ視聴者コールセンター
☎  0570 － 077 － 077
ナビがつながらない場合　☎  044 －871 －8444

＊＊＊注意点＊＊＊
●支援の申し込みには、ＮＨＫと受
　信契約を結び、全額免除の適用を
　受けることが必要です。
●支援は、現物給付です。ご自信で
　購入したチューナーやアンテナの
　費用を精算することは出来ません。




